
【令和６年度 香川県教育委員会教育長表彰】 

全国大会等で優秀な成績を収めた者 ４年 樽井 陸 

【第 70回青少年読書感想文全国コンクール】 

小学校中学年の部 入選賞     ４年 桑田 和馬 

【卒業に係る特別表彰】 

香川県教育委員会教育長賞 ６年 江口 虹渚 

香川県小学校長会長賞   ６年 磯崎 晴道 川原 空澄 谷渕 優花 安森 一翔 吉久 遥香 

香川県学校体育優秀賞   ６年 詫間 萌奈 吉田 貫汰 

６か年皆勤賞       ６年 江口 虹渚 杉村 芽依 詫間 萌奈  

メール配信等で既にお知らせしておりますが、冬の防寒対策（校舎内での上着や長ズボン着用可

等）は、卒業式の前日（３月 17日）をもって終了します。天気予報では、来週の前半は、気温が

低い日もあるということですが、３月 18日は、卒業式ということもあり、また、教室や卒業式の

式場（体育館）は暖房を使用しますので、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。卒業式後も、

３月末までは、気温を見て室内は適切に暖房を使用いたします。体調や寒さの感じ方に応じて標準

服の中に着る物を工夫いただけますと幸いです。 

 ただし、登下校時につきましては、３月の修了式まで、上着、手袋、ネックウォーマー、長ズボ

ン等の着用は自由とします。学校では、上着等をロッカーに入れる等、担任の指示で着脱をお願い

いたします。卒業式後の卒業生見送りにつきましても防寒着の着用は可といたします。 

 なお、体調等で室内で長ズボン等の着用をする場合は、連絡帳等で担任までお知らせください。 

 体育倉庫の奥に眠っていた「ストラックアウト」を修理 

して、ウッドデッキに移動し、雨の日でも遊ぶことができ 

るように屋根を設置しました。そして、「ボール 10個で９ 

枚の板を抜く。１～３年生は前の線から、４～６年生は後 

ろの線から投げる。15分休みと昼休みに学年を決めてロー 

テーションしていく。」というルールで、多くの子どもた 

ちが楽しんでくれました。 

 何より素晴らしかったのは、子どもたちだけで、一件の 

トラブルもなく、協力し合ってストラックアウトを楽しむことができたことです。 

 なお、来年度からは、ストラックアウトは、体育委員会にお任せします。いつ、どのように行う

のかは、来年度の体育委員会の皆さんで考えていただけたらと思います。 

 

                                      

 

 

 

            ３月 12日に表彰状を伝達しました。敬称は略します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 校 便 り 琢磨 本年度最終号 

令和６年度 第 24号 R7.3.14 三豊市立詫間小学校 

栄光を讃える 

冬の防寒対策の終了について 

来年度、ストラックアウトは、体育委員会にお任せします！ 

 本年度の学校便りは、今回で最終号となります。１年間、お読みくだ

さりありがとうございました。ホームページは今後も更新する予定です。 



真鍋校長の独り言 ９ 

 

詫間小学校は「日本一の学校」です！ 

 

 本校の合言葉は、「３月に、私たち自身が『私たちの学校は日本一だ。』と実感できること。」

です。それが、学校の１年間の目標でもあります。誰が何と言ってもいいのです。私たち自身が、

自分の学校を「日本一」だと、心から思うことができたらそれでいいのです。例えば、人から、

「あなたは、とても幸せな人生を過ごしていますよ。」と、言われても、自分自身がそう感じて

いなければ決して幸せとは言えません。逆に、「あなたの人生は、苦労続きで大変ですね。」と、

言われたとしても、自分自身は幸せに過ごしていると感じているならそれでいいのです。 

私は、５年間、本校の校長として詫間小学校に勤務させていただき、今、その道程を振り返っ

てみますと、決して楽しいこと、嬉しいこと、心から笑ったことだけではありませんが、それも

全て含めて、今、「誰が何と言っても、私たちの学校は日本一だ！」と断言できます。私は、今、

「心地よい風」を体いっぱい感じることができています。詫間小学校の子どもたちは、どう思っ

ているのでしょうか？保護者の皆様は、どう思っていらっしゃるのでしょうか？ 

最後に、私の好きな詩を贈ります。 

 

ゆずり葉     

河井醉茗（かわいすいめい）  

 

子供たちよ これはゆずり葉の木です 

このゆずり葉は 新しい葉が出来ると 入り代わって古い葉が落ちてしまうのです 

 

こんなに厚い葉 こんなに大きい葉でも 新しい葉が出来ると無造作に落ちる 

新しい葉にいのちをゆずって―― 

 

子供たちよ お前たちは何をほしがらないでもすべてのものがお前たちにゆずられるのです 

太陽のめぐるかぎり ゆずられるものは絶えません。 

 

かがやける大都会も そっくりお前たちがゆずり受けるのです 読みきれないほどの書物も  

 

幸福なる子供たちよ お前たちの手はまだ小さいけれど―― 

 

世のお父さん、お母さんたちは 何一つ持ってゆかない 

みんなお前たちにゆずってゆくために いのちあるもの、よいもの、美しいものを、 

一生懸命に造っています 

 

今、お前たちは気が付かないけれど ひとりでにいのちは延びる 

鳥のようにうたい、花のように笑っている間に 気が付いてきます 

 

そしたら子供たちよ もう一度ゆずり葉の木の下に立って      

ゆずり葉を見るときが来るでしょう 

 

 

 

【卒業式予行の様子】  


